
 

 

 

 

 

 

 
１・２月合併号となります。いよいよ 2020 年になりました。気持ちを新たに過ごしていきたいと思いま

す。2019 年のナミビアはひどい干ばつにより、植物は枯れ果て、多くの動物たちも死んでしまい、深刻な
状況でした。しかし、12 月後半から、たくさんの雨が降り、数年ぶりに緑をもたらし、様々な植物や虫や
動物が姿を現しました。家の周りには草が生え、家にはサソリも何匹か出現しました。また、家の前で、ヤ
ギの赤ちゃんが生まれました。 

 
ナミビア（北部）の年末年始の過ごし方について 

日本では、神社へ行き、除夜の鐘を聞いて年を越す人も多いと思います。

私の住む地域オカハオでは、ほとんどの人が、キリスト教徒であるため、教

会へ出向き、新しい年を祝います。私も同僚の家族と一緒に教会に行き、2020

年を迎えました。牧師さんのお祈りや聖歌の合唱をして、新年が良い年であ

るように願いました。 

ナミビア北部の人たちは大家族で

あることが多く、一つの家族で100人

になることがあります。多くの人が

都心へ働きに出ていますが、年末年始は家族で集まることが多いです。 

私は元旦に同僚家族と一緒に過ごさせてもらいました。村やキャンプサイ

トなどに集まり、食事を楽しみます。95歳のおばあさんにお会いしましたが、

その子どもたちや孫たち、総勢 50 人以上の家族で集まっていました。 

 

 

 

日本語と似ている（？）オシワンボ語 

ナミビアは、英語が公用語になっていますが、 オシワンボ語…主にナミビア北部のオバンボランドで話される。 

様々な部族が暮らすため、多言語国家です。私

の暮らす地域は、オシワンボ語を話していま

す。ナミビア通信の「Nombili」（穏やか）もそ

の言葉の一つです。オシワンボ語は、母音があ

るため、日本語の発音とよく似ています。オシ

ワンボ語で、「はい（Yes）」のことを「Ee（エ

ー）」と言います。日本人が相づちで「えぇ」と言いますが、これも似ていると感じました。その他には、おなかがい

っぱいになった「満腹」のことを「ワクタ（Wakuta）」と言いますが、日本語の「食った」に似ています。 

 

 
オシワンボ語表記 読み方 

こんにちは Uhalapo ウハラポ 

元気ですか？ Ongiini? (Ongepi?) オンギニ （オンゲピ） 

元気です。 Nawa（Ee） ナワ（エー） 

ありがとう。 Ndapandula / Tangi ナパンドゥラ / タンギ 

ナミビア通信 
～のんびり(Nombili)～ 

 

  青年海外協力隊 
岩塚善哉  
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５０人は超える家族 

大晦日,教会に集まり始める人々 

ビフォー             アフター 家に出たサソリ 生まれたてのヤギ 



 
バヌアツ共和国からのお便り 「様々なボランティアが活動しています」  

青年海外協力隊として、名古屋市から派遣されている深谷先生（同期隊員）にお話を伺いました。年末年
始は、水も電気も通っていない同僚の村で過ごし、素晴らしい体験をしていたことを聞きました。ナミビア
とバヌアツは、全く違う国ですが、話を聞いていると似ているところが多く驚きました。バヌアツは太洋州
に位置し、オーストラリアの東にある小さな島々からなる国です。人口は約３０万人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://terakoya-pikinini.com/%E3%83%90%E3%83%8C%E3%82%A2%E3%83%84/から引用） 

～名古屋市教員、バヌアツ共和国の協力隊員に聞きました～ 

深谷知世先生 「小学校教育」隊員（小学校教諭） 
 

・職種（活動内容） 

バヌアツの北部サント島にある小学校で、1～6 年生を対象に算数を教え

ています。学校の敷地内に住んでいるので、毎朝７時ごろになると子ども

たちの元気な声が聞こえてきます。バヌアツでは学校の中に住んでいる先

生は珍しくなく、何軒かの家がある学校もあります。主な活動では、ブロ

ックや時計などの教具が日本のように充実していないので、現地にあるも

のを使って作成したり、計算力をアップさせるためのゲームを考えたりしています。教具があると、子どもたち

はぱっと目を光らせて、ワクワクしながら学ぶ姿に毎回癒されています。 

・バヌアツの印象について教えてください。           仏語…フランス語 

言語の種類がとても多く、公用語のビスラマ語、英語、仏語の 3 種類に

加えて、それぞれの村ごとにも言語があります。学校では主に 1～3 年生

がビスラマ語、4～6 年生が英語または仏語で授業が行われています。しか

し、英語クラスであっても仏語が、仏語クラスであっても英語の授業があ

るので、バヌアツ人は自分の村の言語とあわせて最低でも３種の公用語が

話せるので驚きです。国民はとてもフレンドリーで、仲良くなったらすぐ

家に呼んでくれたり、外国人である私を家族の一員として受け入れてくれて一緒に出掛けたり、旅行に行ったり

します。穏やかな人が多く、作物が豊富で食に困ることはなく、治安も良く、のんびりとした国です。 

・教員になった理由は何ですか。 

みなさんは数学が好きですか？数学と聞くと、苦手だと感じている人が

多いと思います。ところが、数学の問題でつまずいたとき、いろいろと考

える中で「あ～！」と何かに気付いたり、少しヒントをもらって「そうい

うことだったのか！」と、答えを導き出せたりした経験はありませんか？

私はこのような、数学ならではの瞬間を多くの人に感じてもらいたいと思

い、教員を目指しました。また、算数・数学が日常生活でどのように役立

っているのかということに興味をもち、子どもたちに算数・数学のおもし

ろさを伝えたいと思いました。 

算数を教える深谷先生 

バヌアツ共和国の国旗 

算数の授業 

http://terakoya-pikinini.com/%E3%83%90%E3%83%8C%E3%82%A2%E3%83%84/


 
・なぜ青年海外協力隊に応募したのですか。 

小学生のころ、父親の転勤でタイのバンコクに住んでいたことがありま

す。日本人学校に通っていましたが、当時は街中でも道端で自分より小さ

い子どもが働いていたり、お金を集めていたりして、日本との環境の違い

に驚いたことを覚えています。そして大人になったら、自分の得意なこと

を生かして、国際協力をしたいと思っていました。私は大学で算数・数学

教育を専攻していたので、算数教育に携わる活動は、自分がやりたいこと

と一致しており、条件が揃ってからすぐに応募しました。 

 

・活動で大変だったことを教えてください。 

初めは言葉の壁でした。授業をするとなると、学年に応じて言語

を変えなければいけません。自分からの質問は事前に準備できたと

しても、子どもの発言が聞き取れなかったり、自分の言いたいこと

がうまく伝わらなかったりしました。しかし、バヌアツの人々の素

敵なところは、そんな私でも笑わずに、理解しようとしてくれまし

た。バヌアツでは村によって言語が異なるため、同じ地域にいても、

仕事や結婚などで移動してきた人たちは、当然その村の言葉は話せ

ません。分かりやすい言葉を使ってくれたり、なんとか聞き取ろうとしてくれたりする優しさに、何度も救われ

ました。「相手を理解しようとする」姿勢を見習おうと思います。 

 

・中学生へのメッセージをお願いします。 

 私はバヌアツでたくさんの“family”ができました。もちろん血がつな

がった家族ではありません。しかし、バヌアツでは友達になったらも

う家族同然です。友達を“sister”、“brother”と呼び、その両親を

“mommy”、“daddy” と呼ぶ。気軽にお宅に訪問できて、困ったときは

すぐに助けに来てくれて。もはや私の周りはみんな家族です。友達で

も家族のように大事にする、一人一人がそう思っているからこそ、こ

んな温かい国になったのだと思います。「家族」とまではいかなくても、

自分から周りの人を大事にして、それを波及させていきたいですね。 

 

 

たくさんのビーチ、リゾートがあります ブルーホールと言われる 

観光名所 
民族衣装 


